
【資料２１】

■　府中市補助金検討会議報告書 ≪H28.11≫
○ はじめに
１ 補助金の実績評価及び予算審査のあり方について
(1)現状と課題
ア 府中市の補助金の現状

・ 区分別の補助金の状況…【第２回会議の参考資料１】
・ 予算審査及び実績評価の概要…【第２回会議の参考資料３】

イ これまでの見直しの経緯
・ 平成１６年度以降の主な取組…【第３回会議の資料１０】

ウ 府中市の補助金制度の課題
・ 定量的な指標がないため客観的な評価・改善に繋がらない
・ 対象の固定化や既得権益化に陥りやすい（特に団体補助金）
・ 過去の外部評価や内部評価の指摘を反映しきれていない

エ 課題の解決に向けた基本姿勢
・ 過去の見直し方針や評価項目で有用なものは活用
・ 見直しの優先度が高い団体補助金から着手

(2)補助金制度の改善に向けた提案
ア 評価業務と予算審査の切り分け

・ ミッションが異なる例年の予算審査と切り離した評価の実施
イ 評価の質の向上に向けた視点
(ｱ)アウトカム指標の設定
(ｲ)受益者満足度の把握
(ｳ)団体の事業目標の確認
(ｴ)団体の中期ビジョンの確認
(ｵ)数値に基づく他市比較

ウ 評価項目の改善
(ｱ)公平性：受益者以外への配慮
(ｲ)自主性：自主・自立化の促進
(ｳ)目的達成度：アウトカム指標による評価
(ｴ)市民ニーズ変化：受益者満足度による評価

エ 進行管理の仕組みの構築
(ｱ)アウトカム指標の検証
(ｲ)１年毎の評価・改善の実施
(ｳ)評価結果及び進捗状況の公表
(ｴ)行政評価との連動

２ 実績評価に基づく各補助金の見直しに向けた方向性について
・ 外形的特徴に基づく事前分類から評価結果に基づく事後分類に変更
(1)アウトカム指標の設定が可能な補助金

・ アウトカム指標の推移に基づく補助額の拡充・削減・廃止
(2)一般的な事業費補助とは異なる類型の補助金

・ 標準的な補助率や補助額の設定に基づく補助額の拡充・削減・廃止
(3)繰越金や積立金が経常的に生じている補助金

・ その他財源の充当に基づく補助率の見直しに向けた団体との交渉
(4)補助率の高い補助金

・ 政策的な嵩上げ期限の設定に基づく補助率の削減
(5)歳出削減や歳入確保が可能な補助金

・ 歳出削減や他の歳入確保に基づく補助額の削減・廃止
(6)財政援助以外の支援に移行できる補助金

・ 市の支援手法の見直し基づく補助額の削減・廃止
３ 時代に即した補助金制度の構築について
(1)新設や拡充をすべき補助金

・ 市民協働に資するなど政策的に推進すべき補助金の優遇
(2)市民が市民を支える仕組み作り

・ クラウドファンディングや市民ファンドなど環境整備等の側面支援
● おわりに

府中市補助金検討会議報告書の骨子（案）


